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No. 協議会 開催日 項目 発言内容（要約）

1 第4回 2023/11/14 木質化

木質化により子供たちに「落ち着き」を感じさせる可能性がある。また林業に対する「学び」につながる

可能性もある。そのような効果が見込めるスペース（子供たちの評価が高く、滞在して日常的な活動が行

われる場所）に対して、優先的に木質化を図ると良いのではないか。

木

質

化

2 第4回 2023/11/14 オープンスペース

アンケートから、思春期に差し掛かる児童・生徒が先生から離れて友達同士で集まれる居場所のようなス

ペースを求めていることが読み取れる。また、そのような場所を教室外に設けることで、他クラス・他学

年との交流につながる可能性が考えられる。学校計画において、教室以外に子供たち（特に高学年）の居

場所となるスペースを設けることは重要な観点であり、何のためにこのようなスペースを設ける必要があ

るのかという理由と合わせて、整備方針に盛り込む必要がある。八小・一中ではロッカースペースを教室

外に出すことで、児童・生徒の居場所やコミュニケーションの場として機能しており、備品を預けるだけ

でなくコミュニケーションの場としての在り方も期待される。

オ

ー

プ

ン

ス

ペ

ー

ス

3 第4回 2023/11/14 木質化

アンケートから「温かい」「落ち着く」「木」というキーワードが出ている通り、児童・生徒がそのよう

なスペースを求めていることが読み取れる。学校として、それらのスペースの確保と材質をどうするべき

かという観点で、木質化について整備方針に入れて頂きたい。

木

質

化

4 第4回 2023/11/14 オープンスペース
共用部の面積比率の目安などを示すことで、設計者が面積を守りながら、児童・生徒の居場所づくりを工

夫して設計していけるよう整備したほうが良い。

共

用

部

の

面

積

比

率

共

用

部

の

面

積

比

率

5 第4回 2023/11/14 木質化

全面的に木質化するのではなく、児童・生徒の居場所となる空間や、子供の身体寸法・目の高さを考慮し

て「見える・触れる」部分に集中して木質化すると効果的であると印象を受けた。面的な部分は色彩に

よって補える可能性もある。

木

質

化

6 第4回 2023/11/14 オープンスペース

空間の余白部分を児童・生徒が安心感を持って捉えていると思うので、居場所となる空間を大事にしてほ

しい。特に思春期の児童・生徒にとって先生とは少し距離の離れた居場所は大切だと思う。一方、見渡し

やすさ・管理のしやすさという課題もあるため、それらと折り合いをつけながらも居場所としての空間を

どう確保するかを検討していただきたい。

居

場

所

7 第4回 2023/11/14 エコ

自然換気、自然採光、外壁・屋根の高断熱化、高断熱・高遮熱ガラスの採用は、電気に頼らずとも日射制

御や温度環境の維持、換気ができる設えの為防災面でも役立つ。また外壁・屋根の高断熱化は、省エネ法

により今後採用が不可欠となる可能性がある。法律により採用が必要な項目、防災時に役立つ項目を優先

的に検討すると良いのではないか。

エ

コ

8 第4回 2023/11/14 防災

「学校運営期間中に児童・生徒を留めておくための一次避難所」「地域の防災拠点」という防災拠点とし

てのグレードにより、求められる性能レベルは異なる。最低限、必ず対策すべき機能とプラスアルファで

対策すべき機能を整理し、プラスアルファの機能については「日常的に地域利用されるものの延長上にあ

ることが理想」という考え方で設備のグレードを検討するのが良いのではないか。防災時におけるタイム

ラインの中で必要なインフラは何があるかを整理する必要がある。

防

災

拠

点

必

要

機

能

9 第4回 2023/11/14
防災

エコ

水害に対して、府中市の場合はハケ下・ハケ上の条件が異なる。条件により必要な機能がはっきりわかる

ような表記にする必要がある。太陽光についても「最大限の発電量を目指す」のか、或いは「最低限必要

な発電量を示す」のかを検討して、整備していく必要がある。

避

難

所

条

件

エ

コ

10 第5回 2024/1/29 少子化対策

人口推計については、駅周辺の利便性の良い場所に人口が集中するなど、市内でも地域ごとに特色があ

る。整備方針に記載する方針としては、地域ごとの特色を加味して記述することになると思われる。中長

期的には府中市においても児童・生徒数減少の傾向が見えてくる状況を反映すると良い。

増

減

対

応

11 第5回 2024/1/29 少子化対策

小学校・中学校・文化センターが隣接している場合の連携について、小中一貫という運用上の話を整備方

針に盛り込むことは難しいが、ハード的な視点での隣接する施設の共有については対応ができる可能性が

ある。そのような建築的な対応策があれば、整備方針の「複合化」の項目で記載していきたい。

複

合

化

12 第5回 2024/1/29 少子化対策

大規模校・小規模校共に課題があるので、一つ一つの学校で見るのではなく、今後の児童生徒数を注視し

ながら、統合や学区の見直しを含めて市全体の最適化を目指すべき。また整備方針には、建物の建築また

は改築という方向性を見据えた表現を記載すると共に、資産の保持という観点だけでなく、PPPやリース

方式など民間の施設を利用するという方向性もあり得る。

学

区

編

成

13 第5回 2024/1/29 仮設校舎

仮設校舎を建設せずに計画する場合は現校舎の配置からレイアウトが変更してしまうため、周辺住民の中

には違和感を感じる人も出てくるだろうと思う。近隣に対して、より丁寧な説明をするなど配慮事項を盛

り込む方が望ましいと思われる。

仮

設

校

舎

第１章 第７章第６章第５章第４章第３章第２章
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No. 協議会 開催日 項目 発言内容（要約）
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14 第5回 2024/1/29 仮設校舎

仮設校舎を建設せずに計画する方針が原則だと考える。「プールを使えない時期が無いように」という条

件を入れると、仮設校舎を建設せずに計画することは現実的に不可能であり、この条件については改めて

検討の余地がある。

仮

設

校

舎

15 第5回 2024/1/29 仮設校舎

仮設校舎を建設しない方針の自治体（ex.横浜市）も多く、仮設校舎にコストをかけない方針に関しては賛

成する。下記3点を仮設校舎なしで計画する場合に配慮すべき項目だと考えている。

①避難動線：児童生徒や近隣住民の避難動線が確保されていること（※横浜市では丘陵地が多いため議論

される）

②日影・騒音・換気問題：日影・騒音・換気を一体的に考慮することが望ましい。校庭と校舎の位置が入

れ替わることにより、日影や圧迫感、騒音の問題が考えられる。その結果、ハード的に窓を開放できない

設計とした学校もあり、コロナ流行の際は換気量が不足するという状況が発生した。

③日射条件：校舎の配置を検討する際の視点として、空調条件を加えると良い。西日が入りやすい校舎と

なるなど、空調条件によっては維持管理費に影響がある

仮

設

校

舎

16 第5回 2024/1/29 仮設校舎
子供の成長にとって教室の日当たりは影響が大きい。校舎の配置を検討する際の視点として、校舎や工程

の日当たりを配慮事項に加えるのはどうか。

仮

設

校

舎

17 第5回 2024/1/29 仮設校舎 仮設校舎の有無を検討する際に、教育的配慮ができるかという視点を丁寧に記載する必要がある。
仮

設

校

舎

18 第5回 2024/1/29 仮設校舎

仮設校舎を仮設化せずに校舎としての利用を終えた後は別の用途に転用するという考え方もある。長期的

な計画を立てることで、複合化や施設の統合などが可能になるのであれば、場所によっては設計者の選定

条件に加えても良いと考える。「複合化」の項目に仮設校舎の転用という視点を加えるのはどうか。

仮

設

転

用

19 第5回 2024/1/29 仮設校舎
仮設校舎を建設する場合と建設しない場合の両方を想定して、整備方針に記載することを検討すると良

い。

仮

設

校

舎

20 第5回 2024/1/29 地域開放・複合化

開放された部屋に対し、平常時及び発災時に「誰が」「どのように」管理するのかを盛り込む必要があ

る。ハードとして建物を複合することや開放することだけを考えるのではなく、利用者のマネジメントを

計画に盛り込むことが重要。幼保小連携は確実に今後ニーズがあると思うので、校庭の共有だけでなく家

庭科室や和室、体育館などを乳幼児が使用する可能性を含めた整備を検討して頂きたい。その他、技術室

や音楽室も開放のニーズがあると思われる。

避

難

所

地

域

開

放

避

難

所

運

営

21 第5回 2024/1/29 地域開放・複合化

音楽室を借りたいという声は結構あるが、上階にあることが多く、土日や夜間は管理職が来ないと使えな

いという現状がある。工夫によって開放できる余地があると思われる。地域開放を考える際、学校施設を

貸し出すという発想だと学校側の管理の負担が大きくなる。公共施設を学校も地域も使うという考え方を

することで、セキュリティや管理の在り方を含めて検討することが開放を進める上でポイントになると思

われる。

地

域

開

放

地

域

開

放

22 第5回 2024/1/29 地域開放・複合化

発災時には要配慮者も避難所を利用することになる。特に養護学校に通う自閉傾向の強い子供（平常時に

学校を利用していない）は、初めて利用する場所に対してパニックを起こすこともある。トイレの場所が

分かるだけでも安心感が変わると思われるので、放課後デイサービスに声を掛けたり、防災街歩きで参加

を促すなど、平常時から要配慮者が利用できるような運用をお願いしたい。

発

災

時

要

配

慮

災

害

時

平

常

時

23 第5回 2024/1/29
仮設校舎

地域開放・複合化

時代を鑑みると、地域の方々と共存しながら教育活動を行う必要がある。地域の方々が平常時から学校に

入りやすく、校舎内での活動がしやすい校舎の在り方を考えて頂きたい。仮設校舎についても造る／造ら

ないだけでなく、将来にわたり地域の財産となるような在り方を考えて頂きたい。学校を地域・コミュニ

ティの中心的な核として位置づけ、校舎改築の方向性を検討頂きたい。

地

域

開

放

仮

設

校

舎

24 第5回 2024/1/29 地域開放・複合化

地域開放の際、学校エリアの運営・管理は学校の教職員（東京都職員）、地域開放エリアの運営・管理は

府中市職員が担うため、管轄が異なる。発災時に避難所として体育館を開放する際の運営・管理は府中市

職員による。地域開放・複合化を進めるためには管轄の違う両者をコントロールできるような仕組みが必

要。地域に開放するだけでなく、運営・管理の担い手に対する仕組みづくりも視野に入れて検討する必要

がある。

避

難

所

地

域

開

放

避

難

所

運

営

25 第5回 2024/1/29 オープンスペース
アンケートでは、ちょっとした「溜まり」のスペースに対する児童生徒のニーズが見て取れる。整備方針

に記載する根拠になると考える。

居

場
所

26 第6回 2024/3/27 適正規模・適正配置

学区の変更により、登下校時間が大幅に増える可能性がある地域では、今後スクールバス等の選択肢も出

てくる可能性がある。学童保育や放課後クラブ以外にも、学校教育時間外に学校に留まれる場所を検討

（教室の転用や別の場所の確保など）することは今後必要となる可能性がある。計画に盛り込むことを考

慮するのはどうか。

学

区

編

成
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27 第6回 2024/3/27 適正規模・適正配置

小規模校・大規模校や文化センター等の地域施設の活用有無について、学校ごとに個別の状況や課題があ

る。計画には個別の事象を具体的に記載することは難しいため、どのような形で記載することが適切かを

今後見極めていく必要がある。

学

区

編

成

28 第6回 2024/3/27 プール
拠点校でプールを集約利用するとした場合、拠点校を選定する段階で管理運営方式や受け入れ時の動線計

画（自校利用・他校利用で分けて考える等）の検討が必要。

拠

点

校

拠

点

校

29 第6回 2024/3/27 プール
長いスパンの中で設置・運営・管理をする必要がある。既存の地域施設の住み分けや活用を整理しなが

ら、限られた資源を効果的に活用するためにどうするかを計画に書き込む必要がある。

効

的

な

活

用

30 第7回 2024/4/24 環境配慮

公共施設として、府中市の脱炭素の目標に則った数値目標を定める必要がある。市全体の目標を担保する

ためにも、BEIは校舎単体ではなく、プールや武道場を含む学校廻りの公共施設全体ですることが望まし

いと考える。また校舎における外皮の断熱化や日射遮蔽の強化は、空調エネルギーを下げるだけでなく、

子供たちの学習環境を向上させる可能性がある。子供たちの学習環境を向上させるという視点で、最低限

校舎だけBEIを目標値を定めるという考え方もある。

数

値

目

標

31 第7回 2024/4/24 環境配慮

環境配慮や社会情勢、教育環境の在り方、コストを総合的に勘案した数値目標を定めることが望ましいと

考える。また、学校用途単体の計算対象とするのか、その他用途も含めた計算対象とするかで、一律に比

較することは難しいことから、但し書きを明記することが望ましい。

数

値

目

標

32 第7回 2024/4/24 環境配慮

数値目標に対して過度な数値を設定して、数値が足枷にならないよう配慮する必要がある。学校によっ

て、プールや体育館の有無が異なるため、数値に対する誤解が生まれないようにする必要もある。校舎に

対しては、建築的な対応により子供たちの学習環境に裨益するような整備のあり方を計画に盛り込むこと

が望ましいと考える。

数

値

目

標

33 第7回 2024/4/24 プール

集約する拠点校の教員に対して負担が増えないような配慮が必要。ハードとしての複合化・集約化を実現

させるためにも、プールの維持管理や専門的な指導については外部委託をして、教員は児童・生徒の安全

管理に集中できる様にするなど、ソフト面での配慮を十分に考えていただきたい。

拠

点

校

拠

点

校

34 第7回 2024/4/24 プール
集約化すると、場合によっては加配の職員が必要となる可能性もある。バスで移動する際には動線計画を

盛り込むことも重要。

動

線

動

線

35 第7回 2024/4/24
プール

地域開放・複合化

集約するのであれば、拠点校の負担やコストの面から必ずしも学校敷地内にプールを設置する必要はな

い。プールについては、学校の改築と一体的に考えるのではなく、便宜的に切り分けて検討する方が望ま

しい可能性もある。現時点では、集約化・屋内化に対する様々な可能性を考慮して、可能性がある項目に

ついては排除しないよう、計画への記載について工夫する必要がある。

拠

点

校

36 第7回 2024/4/24 総事業費

建設費高騰による総事業費高騰は不可避であるが、減額に資する検討項目は協議会で合意して計画に反映

する。検討項目について、「屋外プール中止」「仮設校舎中止」などの項目については、あくまでそれが

可能な場合についての為、誤解が生じないような書き方を工夫する。

総

事

業

費

37 第7回 2024/4/24

コンクリート

耐用年数

（長寿命化）

改築期間を80年とする上では、劣化調査や長寿命化対策改修工事と合わせての対応とし、児童・生徒の安

全が確保できる仕組みとすることが大前提。対策なしに80年に延命できるという誤解を生まないよう、検

討手順を整理して計画に書き込むことが必要。

長

寿

命

化

改

修

長

寿

命

化

改

修

長

寿

命

化

改

修

長

寿

命

化

改

修

38 第7回 2024/4/24

コンクリート

耐用年数

（長寿命化）

長寿命化改修の計画を立てる上では、コンクリート強度などの構造的なスケルトン部分の劣化だけでな

く、児童・生徒の学習の場として重要なインフィル部分（壁や廊下の美観的側面や設備的側面）の更新も

組み込む必要がある。全体の改修・改築計画を建てる際には、スケルトン・インフィルの両面から公平性

を担保できる仕組みとなるよう、計画への書き方を工夫する必要がある。

長

寿

命

化

改

修

長

寿

命

化

改

修

長

寿

命

化

改

修

長

寿

命

化

改

修

39 第7回 2024/4/24
総事業費

発注方式

総事業費に対するコスト削減の検討項目の一つとして、発注方式も項目に入れる方が望ましいと考える。

発注方式により一長一短の側面があるので、府中市らしい学校整備の在り方を実現するためにも、状況に

よりケースバイケースで選択できる方が望ましい。計画の中では、具体的な発注方式を断定するのではな

く、可能性を排除しないような書き方を工夫する。

発

注

方

法

40 第7回 2024/4/24

総事業費

コンクリート耐用年数

（長寿命化）

長寿命化の大規模改修と組み合わせることで、コスト削減につながる可能性もある。総事業費に対するコ

スト削減の検討項目の一つとして、長寿命化改修工事も項目に入れることを検討しても良いと考える。
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41 第7回 2024/4/24 発注方式

学校現場の声を反映するにあたり、具体化していない設計段階で意見を述べるのが難しいことがある。ま

た設計者から施工者に移行した際に、設計段階で協議したことが反映されていないと感じることがあるの

で、発注方式の検討の際には、コストの削減という視点だけでなく意見の反映のしやすさという視点も考

慮に入れて頂きたい。

発

注

方

法


